
第４学年 社会科学習指導案
１ 小単元名 「小石原焼のひみつ」

２ 小単元の構想

こんな子どもだから（子どもの実態）

○関心・意欲・態度
本学年の子どもたちは，自分たちが住んでいる福岡県の地形や産業に対する興味・関心が高く，そ

れらを意欲的に調べる姿が多く見られる。また，福岡県内に小石原という場所があることや，そこで
小石原焼が作られていることは知っているが，小石原焼が３２０年以上も続けられていることや，小
石原焼がこの場所で作られている理由などは知らない。
○資料活用・表現・コミュニケーション能力

目的に沿って資料を家や図書室から集める姿は多く見られる。また，資料からわかったことや自分
の考えを発言することはできる。しかし，自分の考えを筋道を立てて表現したり，自分と友達の考え
を比べたり，つなげたりしながら発言することが苦手な子が見られる。教師の支援や友達の表現方法
を取り入れながら，表現力を高めていこうとする態度は見られる。
○知識・理解，社会的な見方・考え方

これまでの学習で，自分たちが住んでいる福岡県の地形や産業などの概要とその特色を理解するこ
とができている。しかし，人々が自然を生かして暮らしていることなど，地形や産業の特色と人々の
工夫や努力，思いや願いとを関連付けて考えようとする社会的な見方・考え方は十分育っていない。

こんな教材で（教材の価値） こんな支援を（学習活動の支援）

○地域の特色や人物の生き方
本小単元では，福岡県小石原地区の伝統的工

芸品「小石原焼」を取り上げる。小石原は焼き
物に適した原料が豊富で，伝統的な技術を生か
して焼き物作りが続けられている特色ある地域
である。また，焼き物作りにはげむ窯元や，村
の発展に尽くす人々の姿にふれることができ，
小石原焼とそこに住む人々の願いを感じること
ができる教材である。
○資料活用・表現・コミュニケーション能力

本小単元では小石原の窯元や役場の見学を設
定することで，小石原の「原料となる自然」・「窯
元さんの工夫や努力」・「村の人の協力」の様子
について具体的に調べ，表現することができる。
また，それらの関連を考え，話し合う活動を仕
組むことで，効果的に自分の考えを表現し，高
める子どもたちの姿が期待できる。
○知識・理解，社会的な見方・考え方

小石原の自然条件を生かして焼き物作りの伝
統を守るために工夫や努力をする窯元の姿や，
村を発展させようと協力する人の姿から，小石
原の人々のくらしを理解することができる。こ
の学習を通して，県内には地域の特色を生かし
ながら人々がくらしているという社会的な見
方・考え方を育てる上でも意義深い。

【つかむ段階】
出会いの場面では，教師が作った焼き物と小

石原焼（窯元のＨ(ＧＴ)さんの作品）とを比べ，
小石原焼に対する関心を高めさせる。さらに小
石原の地形の様子がわかる写真や，民陶むら祭
で賑わっている様子のビデオなどを見せること
で，「どうして小石原地区でさかんに焼き物が作
られているのか？」という疑問から学習問題に
つなげていく。

予想する場面では，「原料となる自然」「窯元
の工夫や努力」「村の人の協力」の３つに分け，
それぞれの追究の視点を明確にしていく。
【さぐる段階】

実際に小石原に見学に出かけ，小石原の自然
や村の様子などを具体的に調べられるようにす
る。また，窯元のＨさんや村役場の方と触れ合
う場を設定することで，村の人の思いや願いを
感じ取ることができるようにする。
【まとめる段階】

３つの追究の視点ごとに発表し合う場面を設
定し，学習問題のこたえを明らかにしていく。
さらに３つの視点の関連について話し合う場面
を設定し，焼き物作りの意味や役割を考えるよ
うにしたり，村の人の地域に対する誇りと愛情
を感じとったりすることができるようにする。

こんな子どもに（小単元の目標）

○ 小石原の様子に関心をもち，小石原の産業や自然，人々のくらしを意欲的に調べることができる。
（関心・意欲・態度）

○ 小石原で焼き物作りがさかんなわけを，原料となる自然，窯元の工夫や努力，村の人々の協力と
関連づけて考えることができる。 （思考・判断）

○ 小石原焼や小石原の人々のくらしについて見学や調査をして調べ，調べたことをわかりやすく表
現したり，話し合ったりすることができる。 （資料活用・表現・コミュニケーション能力）

○ 小石原に住む人々が原料となる自然を生かし，伝統を守り続けるために工夫や努力をしたり，協
力したりして小石原焼は作られていることを理解することができる。 （知識・理解）



３ 小単元の構成図
【小単元のねらい】

福岡県小石原地区では３２０年以上もの間，小石原焼という伝統的工芸品が作り続けられている，
県内でも特色ある地域である。

小石原焼は長い伝統があり，今でも多くの人々から親しまれているのは，次のような３つの理由が
ある。豊かな自然条件という固有の風土を生かしていること，窯元の工夫や努力によって古くから伝
わっている技術や技法が守り受け継がれていること，小石原焼を守り発展させようと村の人たちが協
力していることの３つである。この３つの理由はそれぞれに関連しており，小石原焼に欠かすことが
できないものである。

小石原でくらす人々は，小石原焼を大切に思い，くらしの糧としながら小石原焼の発展とともに歩
んでいる。

【考えること】

小石原は，焼き物に適した
土や上薬の原料となるわら灰
や木灰がすぐ手に入る自然環
境である。また，陶器を焼き
上げるためのまきも豊富にあ
った。

これらの自然条件を生かし
て小石原焼がつくられてい
る。

（原料となる自然）

窯元たちは，小石原焼の技術
など３２０年以上の伝統を守
り受け継ぐとともに，できるだ
け多くの人に使ってもらえる
ように工夫や努力をしている。
このような小石原焼に対して，
窯元たちは愛情と誇りをもっ
て作品作りに取り組んでいる。

（窯元たちの工夫や努力）

小石原でくらす人々は，で
きるだけ多くの人に小石原焼
のことを知ってもらい訪れて
もらうために，小石原焼の施
設をつくったり，イベントを
開いたり，宣伝・広報活動に
取り組んだりしている。小石
原焼を中心とした村づくりに
取り組み，小石原焼を大切に
思いながらくらしている。

（村の人の協力）

【調べる事実】

○地形や位置
・福岡市から見て南東
・福岡市から約４５㎞
・大分県との県境
・山に囲まれた地形

○陶 土
・焼き物に適した土

○上 薬
・わら灰（田んぼから）
・木灰（木から）
・長石（近くの朝倉から）
・さび土（鉄を含む土）

○ま き
・山に囲まれていて，たく

さんの木があり，十分な
まきが手に入った。

○独特の技法
・はけめ
・くしめ
・飛びかんな

○道具の工夫
・形作り（鹿の皮，木のへら，

とんぼ）
・電動ろくろ
・ガス窯
・粘土をこねる機械

○窯元の努力
・陶土をうまくこねられるよ
うになるまでに３年
・陶土を作る努力
・天日干し
・焼く（難しい温度調節，

３０時間つきっきり）
・今の時代にあった作品

○窯元の思いや願い
・３２６年の伝統を受け継ぐ
・小石原焼に対する思い
・多くの人に知ってもらい，

使ってもらいたい

○民陶むら祭
・ポスターやちらし
・ホームページ作り
・駐車場の確保
・祭への協力

○絵皿コンテスト
・宣伝
・補助金

○施 設
・伝統産業会館
・道の駅
・ギャラリー小石原

○広める活動
・△△△△会
・小石原焼の紹介ビデオ

○村の人の思いや願い
・小石原焼に対する誇り
・多くの人に知ってもらい

たい
○くらしの糧

・焼き物の売上高
・焼き物作りに関係する仕

事の割合



４ 指導計画（１６時間）

段階 配時 学習活動と内容 教師の支援
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１ 小石原焼と小石原に出会う。
(1) 小石原焼に出会う。

○小石原焼とほかの焼き物との比較
○小石原焼の特徴
○焼き物の存在と，焼き物の原料
○焼き物の作り方

(2) 小石原地区の様子をつかむ。
○地理的な位置 ○地形（山あい）
○広さ（鳥飼校区との比較） ○村の様子（写真）

２ 小石原焼と小石原について調べ，学習問題をつくる。
(1) 資料を見て小石原焼と小石原について調べる。

○小石原焼の技法（とびかんな）とその特徴的な模様
○人口や周辺環境
○小石原窯元マップ
○小石原焼のあゆみ（３２６年前から作られている）

(2) 資料をもとに学習問題をつくる。
○資料をもとにした疑問や，もっと知りたいこと
○学習問題を一人一人が作成
○二人組での対話活動
・整理 ・付加 ・修正
○全体で学習問題についての話し合い

３ 学習問題のこたえを予想し，３つの追究の視点を明
らかにする。

(1) 学習問題のこたえを予想する。
○今までの資料から学習問題のこたえの予想
○二人組での対話活動
・整理 ・付加 ・修正
○全体で予想についての話し合い
○予想を大きく３つに分類

予想① 予想② 予想③

焼き物作りに必
要な土・木など，
原料になる自然
が小石原にたく
さんあるから。

窯 元 さ ん た ち
が，工夫や努力
をして焼き物作
りを続けてきた
から。

小石原焼が長く
続いたり，発展
したりするよう
に村の人が協力
しているから。

(2) 調べていくこと（追究の視点）を考える。

視点① 視点② 視点③

・土の採集
・まきの使用
・土以外に必要

な原料
・焼き物作りに

適した土地

・小石原焼の作
り方

・伝統的な技術
技法の習得

・新しい作品
・思いや願い

・窯元さん以外
の人の協力

・施設づくり
・宣伝活動
・イベント
・思いや願い

(3) 自分が調べる視点を決める。
○調べること，調べる順序

４ 追究の視点に沿って調べ，自分の考えをつくる。
(1) 資料をもとに調べる。

○原料 ○作り方 ○道具 ○窯元の技術
○村の人の取り組み など

○ 小石原焼の特徴をつかめるよ
うに，他の焼き物と比較させる。

○ 焼き物が土から作られている
ことをつかませるために，焼き
物のビデオを見せる。

○ 小石原の様子がわかるよう
に，同じ縮尺の写真で鳥飼校区
と比べたり，村の様子を映した
ビデオを見せたりする。

○ 小石原焼の高い技術をつかま
せるために，事前に教師が作っ
た焼き物とＨさんが作った小石
原焼を提示する。

○ 小石原焼がさかんであること
に気付かせるために，小石原マ
ップを見せる。

○ 小石原焼に長い伝統があるこ
とに気付かせるために，小石原
焼の年表を提示する。

○ 全体で学習問題をつくる前に
考えを整理できるように，二人
組での対話活動を仕組む。

○ 自分の予想について考えを整
理できるように，対話活動を仕
組む。

○ 「原料となる自然」「窯元の工
夫や努力」「村の人の協力」の３
つに予想を分類できるように，
子どもたちから出た予想を板書
で整理していく。

○ 追究の視点を明確にできるよ
うに，自分の予想をはっきりさ
せるためには，何について調べ
ていったらよいか考えさせる。

○ 子どもたちが意欲的に調べら
れるように，一番調べたいこと
から調べるよう，追究の視点を
決めさせる。

○ 子どもたちが意欲的に調べら
れるように，教室に情報コーナ
ーを設置したり，資料の準備を
したりする。

（学習問題）

小石原ではどうして焼き物作りがさかんなのだろう。
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(2) 小石原の様子を見学・調査する。
○窯元のＨさん → 技法，道具，原料，思いや願い
○役場 → 村の人の協力，施設，広報，思いや願い
○販売店 → 作品見学，お客さん，買い物体験

(3) 同じ予想の子ども同士で話し合う。
○視点の分類・確認，学習問題のこたえの確かめ
○不十分な点の補充

(4) 話し合いの準備をする。
○表現物づくり ○発表内容 ○発言の順番

５ 学習問題のこたえについて話し合う。
(1) 「原料となる自然」グループの発表を聞き，学習問

題のこたえについて話し合う。
①「自然」グループの発表
②質問，付け加え，意見

③学習問題のこたえについての話し合い

(2) 「窯元さんの工夫や努力」グループの発表を聞き，
学習問題のこたえについて話し合う。

①「窯元さんの工夫や努力」グループの発表
②質問，付け加え，意見

③学習問題のこたえについての話し合い

④２つの視点の関連についての話し合い
・自然を生かすために窯元さんは知恵を出している

(3) 「村の人の協力」グループの発表を聞き，学習問題
のこたえについて話し合う。

①「村の人の協力」グループの発表
②質問，付け加え，意見

③学習問題のこたえについての話し合い

④３つの視点の関連についての話し合い

６ 「小石原焼新聞」を作る。
(1) 小石原焼について伝える新聞作りに取り組む。
(2) 新聞を見合い，小石原焼の意味や役割を話し合う。

○ 見学してわかったことを記入
しやすいように，「小石原焼を調
べるぞカード」を準備する。

○ 適切に調べ活動ができるよう
に，子どもたちに伝えてもらい
たいことについて，事前に打ち
合わせておく。

○ 小石原焼に対する愛着をもつ
ことができるように，小石原焼
買い物体験をさせる。

○ 効率的な発表ができるように
調べてわかった事実を，追究の
視点ごとに整理させ，発表の準
備や資料の準備をさせる。

○ わかりやすく発表できるよう
に，資料を見せながら発表させ
る。

○ 事実をもとにした話し合いが
深まるように，小石原に関する
資料は教室に掲示しておく。

○ 調べた事実を全体で共有する
ために，質問や付け加え，意見
の交流をさせる。

○ 考えを高めせるために，学習
問題のこたえになるか話し合わ
せたり，事実と事実の関連につ
いて話し合わせたりする。

○ 「原料となる自然」と「窯元
さんの工夫や努力」の関連につ
いて視覚的にとらえることがで
きるように，２つの視点を線で
結んだ図を板書に示す。

○ ３つの視点の関連について視
覚的にとらえることができるよ
うに，前時に板書した図に「村
の人の協力」を付け加える作業
を仕組む。

○ 学習問題のこたえを文章で考
えやすくするために，図を参考
にするとよいことを助言する。

○ 小石原焼の知識や考えたこと
を整理できるように新聞にまと
め，友達同士で見合わせる。

・陶土…皿山で採れる 土を砕いて陶土にする

・まき…焼くために必要な木がたくさんある

・上薬…わら灰（田）・木灰（木）・長石・さび土

・製造工程…菊ねりから焼きあげるまで

・高い技術を習得する努力…伝統の技を守る

・道具の工夫…電動ろくろ・ガス窯・こねる機械

・新しい作品…時代に合った作品・求められる作品

・思いや願い…伝統を守りたい・つなぎたい

・イベント…「民陶祭」から「民陶むら祭」へ

絵皿コンテスト

・施設づくり…伝統産業会館・道の駅・ギャラリー

・広報活動…△△△△会・ポスター・ホームページ

（学習問題のこたえ）

小石原で焼き物作りがさかんなのは，自然を生かしながら昔ながらの技術を守り育てて

きた窯元さんたちの工夫や努力と，焼き物で村を発展させていこうとする村の人の協力が

あったからである。小石原の人びとは，小石原焼に誇りをもち，大切に思いながら，小石

原焼とともに生活している。

小石原焼がさかんなのは豊かな自然があるから

小石原焼がさかんなのは窯元の工夫・努力があるから

小石原焼がさかんなのは村の人の協力があるから



第４学年 本時指導案

１ 本 時 「『村の人の協力』グループの発表を聞いて学習問題のこたえをまとめる場面」(14/16)

【コミュニケーション３】

２ 本時の目標

○ 「村の人の協力」グループの発表を聞いて，小石原焼がさかんになるためには，村の人の協力

が必要であることについて理解することができる。

○ 「窯元さん」が「自然」を生かして焼き物を作り，「村の人」が売るために協力することで小石

原地区で焼き物作りがさかんになっていることを考えることができる。

３ 本時の見どころ

４ 本時指導の考え方

子どもたちは前時までに，学習問題「小石原ではどうして焼き物作りがさかんなのだろう。」のこ

たえについて，「原料となる自然」「窯元さんの工夫や努力」グループの発表を聞き，それぞれが学

習問題のこたえとなることや，「原料となる自然」と「窯元さんの工夫や努力」には関連があること

について理解できている。

本時は，調べたことの発表をもとに，学習問題のこたえを考える３つの場面のうちの最後の場面

である。「村の人の協力」グループの発表を聞き，「村の人の協力」という視点が，学習問題のこた

えになるかを考え，さらに「原料となる自然」と「窯元さんの工夫や努力」，「村の人の協力」とい

う３つの視点の関連について話し合い，一人一人が学習問題のこたえを導き出すことが主なねらい

である。

そこで，本時指導にあたっては，次のような手立てをとりながら学習を展開していく。

○ まず，追究の視点③の「村の人の協力」について調べたグループに発表してもらう。発表した

内容は板書で整理し，子どもたちが学習問題のこたえになるかを考えたり，視点同士の関連につ

いて考えたりする際に活用できるようにする。また，発表を聞いている子どもたちは，質問や付

け加えをしたり，意見交流をしたりしながら，事実をしっかりとおさえる。聞く側に対しては，

発表に対する質問や意見を出しやすいように，事前に発表者の提示する資料を見せておき，質問

や意見を考えさせておく。質問に対して答えたり，発表内容を付け加えたりする場面では，事実

をわかりやすく交流できるように，資料となるグラフや写真などは，教室に掲示したり，事前に

子どもに持たせたりしておく。

○ 発表が終わった後に，「発表の中でどこが，納得しましたか。」「どれを見ると，学習問題のこた

えになっていると言えますか。」と発問し，学習問題のこたえとなる理由について話し合いを行う。

学習問題のこたえとなるかどうかの話し合いでは，事実をもとに話し合うようにする。

○ 学習問題のこたえになるということを確認した後に，教師は「前の時間に確認した『原料とな

る自然』と『窯元さんの工夫や努力』，『村の人の協力』は，つながっているといえるでしょうか。」

「つながっているとすればどのようなつながりがありますか」という発問をして，３つの視点の

関連について考えさせる。この際も，子どもたちの考えが整理され，２つの視点の関連がはっき

りするように，線でつないだり，つながりを書き入れたりしながら板書する。

○ 関連についての話し合いの最後は，「原料となる自然」と「窯元さんの工夫や努力」，「村の人の協

力」が何でつながっているのかを前時のキーワードを使った図に書き加えさせ，視覚的に関連をと

らえさせる。さらに，キーワードを使った図を数名に発表させ，学習問題のこたえにせまらせたい。

本時は，小石原で焼き物作りがさかんなわけについて話し合い，学習問題のこたえをまとめる場

面です。「自然」「窯元さん」「村の人」の３つの視点の関連を考える話し合いを通して，本時の目標

にせまります。



５ 本時の展開

配時 期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援

１

分

15

分

10

分

15

分

４

分

○ 今日で学習問題の

こたえがまとまる

ぞ。楽しみだな。

○ 確かに，売る人が

いてくれたほうが，

もっといい。

○ 作るだけでなく，

村の人がみんなで協

力しているのがよく

わかるな。

○ 村の人が協力して

小石原焼を宣伝した

り，広めたりしてい

るから小石原焼が売

れるんだな。

○ 「村の人」グルー

プの発表も学習問題

のこたえになる。

○ 村の人も小石原焼

を誇りに思い，伝統

が続くようにがんば

っているんだな。

○ きっと自分の住ん

でいる場所に小石原

焼があることを自慢

に思っているんじゃ

ないかな。

○ 「窯元」と「村の

人」はつながってい

ると思うよ。だって

小石原焼を大切に思

うからこそどちらも

がんばっているから

だ。

○ 図にすると３つの

視点が全部大切なの

がわかる。

○ ぼくは図を使うと

学習問題のこたえを

考えて説明すること

ができるよ。

○ まとめてみると，

３つの視点の全部が

大切で，それぞれが

つながっているんだ

ね。

○ だからこそ福岡県

を代表する伝統的工

芸品ができるんだ

な。

１ 本時学習のめあてを確かめる。

「村の人の協力」グループの発表
を聞いて，学習問題のこたえをまと
めよう。

２ 「村の人の協力」の発表を聞く。
(1) 発表を聞く。

○民陶祭から民陶むら祭へ
○宣伝活動 ○施設の建設

(2) 質問や付け加え，意見交流をして
調べた事実を検討する。

【質問】
○買う人はどのくらい増えたか

【付け加え】
○小学校でも焼き物を利用

【意見】
○村の人の思いや願い

３ 「村の人の協力」は学習問題のこ
たえになるか話し合う。

(1) 対話活動をする。
(2) 全体で話し合う。

○発表の中で納得できたこと
○こたえの証拠となること

４ 「原料となる自然」「窯元さんの工
夫や努力」「村の人の協力」のつ
ながりについて話し合う。

(1) ３つのグループの発表を参考にし
てつながりを考える。
○事実と事実のつながり
○なぜつながっているといえるか

(2) どのようなつながりといえるか，
図に書いてみる。

(3)学習問題のこたえを文でまとめる。

５ 本時学習をまとめる。
○自分の考えの高まり
・関連を考える場面から

○ 話し合いが活発になるよう
に，発表で使う資料を事前に
見せ，質問や意見を準備させ
ておく。

○ 前時のことを想起しやすい
ように「原料となる自然」「窯
元さんの工夫や努力」グルー
プの発表内容を教室に掲示し
ておく。

○ わかりやすく発表できるよ
うに資料を見せながら発表す
るように助言する。

○ 話し合いがしやすいよう
に，発表内容はキーワードな
ど短い言葉にまとめ，メモも
キーワードでとるように助言
する。

○ 発表者だけでなく，聞いて
いる子どもたちが質問や付け
加え，意見交流をしやすいよ
うに，教室に事実となる資料
を貼っておく。

○ 全員が考えを伝え合う場を
設定し，自分の考えを説明し
たり，友達の考えを聞いたり
することができるように，対
話活動を仕組む。

○ 考えを高められるように，
どの視点とどの視点が，なぜ
どのようにつながっていると
思うかを話し合わせる。

○ 関係について考えられるよ
うに，線はどうしてつながる
のかなど，理由を説明させる。

○ 自分の書いた図をもとに，
学習問題のこたえについて文
章でまとめさせる。

○ 自分の考えの高まりに気付
くように，３つの視点の関連
を考えたことについて振り返
らせる。

小石原で焼き物作りがさかんなの

は，自然を生かしながら昔ながらの

技術を守り育ててきた窯元さんたち

の工夫や努力と，焼き物で村を発展

させようとする村の人の協力があっ

たからである。小石原の人たちは，

小石原焼を大切にし，誇りにしなが

ら小石原焼とともに生活している。

小石原では焼き物が売れるよう

に，村の人たちが協力している。村

の人は小石原焼をとても誇りに思

っている。村の人たちのおかげで村

は発展している。

（例） 自然 窯元

村の人

自然 窯元 村の人
小石原焼

小石原焼



第４学年 本時指導案

１ 本 時 「『原料となる自然』グループの発表を聞いて学習問題のこたえを考える場面」(12/16)

【コミュニケーション３】

２ 本時の目標

○ 「原料となる自然」グループの発表を聞いて，小石原地区の自然は小石原焼の原料として欠か

せないことについて理解することができる。

３ 本時の見どころ

４ 本時指導の考え方

子どもたちは前時までに，学習問題「小石原ではどうして焼き物作りがさかんなのだろう。」のこ

たえについて，「原料となる自然」「窯元さんの工夫や努力」「村の人の協力」の３つの視点で整理し

ながら調べ活動を行い，視点ごとに発表する準備をしている。

本時は，調べたことの発表をもとに，学習問題のこたえを考える３つの場面のうちの最初の場面

である。「原料となる自然」グループの発表を聞き，「原料となる自然」という視点が，学習問題の

こたえになるかを考えることが主なねらいである。

そこで，本時指導にあたっては，次のような手立てをとりながら学習を展開していく。

○ まず，追究の視点①の「原料となる自然」について調べたグループに発表してもらう。発表し

た内容は板書で整理し，子どもたちが学習問題のこたえになるといえるかどうか考える際に活用

できるようにする。また，発表を聞いている子どもたちは，質問したり，付け加えたり，意見交

流をしたりしながら，事実をしっかりとおさえる。聞く側に対しては，発表に対する質問や意見

を出しやすいように，事前に発表者の提示する資料を見せておき，質問や意見を考えさせておく。

質問に対して答えたり，発表内容を付け加えたりする場面では，事実をわかりやすく交流できる

ように，資料となるグラフや写真などは教室に掲示したり，事前に子どもに持たせたりしておく。

○ 発表が終わった後に，「発表の中でどこが，納得しましたか。」「どれを見ると，学習問題のこた

えになっていると言えますか。」と発問し，学習ノートに書かせる。さらに，二人組での対話活動

を行って考えを伝え合うことで，全員が発言する機会をつくったり，自分の考えに自信をもった

りできるようにする。

○ 学習問題のこたえとなるかどうかの話し合いでは，事実をもとに話し合わせるようにする。話

し合いの最後には，学習問題のこたえとしてよい理由をまとめ，次時は「窯元さんの工夫や努力」

を話し合うことを伝え，次時への意欲を高めたい。最後に，「今日の学習で」を書き，考えが高ま

ったことについて振り返らせ，自分の考えの高まりに気付くようにする。

本時は，「原料となる自然」についての発表を聞いて，学習問題のこたえを考える場面です。調べ

た事実を効果的に発表したり，「原料となる自然」という視点が学習問題のこたえになるかを話し合

ったりすることを通して，本時の目標にせまります。



５ 本時の展開

配時 期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援

１

分

25

分

15

分

4

分

○ 「自然」は学習問

題のこたえになるか

どうか確かめるぞ。

○ この土がないと小

石原焼はできないと

いえる。

○ 確かに見学に行っ

たときは周りに木が

たくさんあった。あ

れがまきになって，

焼きあげることがで

きるんだ。

○ 焼き物に適した土

ってどんな土のこと

なのかな。

○ 焼き物独特のきれ

いなつやを出すため

には上薬が必要なん

だな。上薬も自然を

原料として作られて

いるんだ。

○ 「自然」グループ

の発表は学習問題の

こたえになると思い

ます。理由はこの土

は小石原にしかない

ものだからです。

○ 私も納得したこと

があります。それは

上薬のことです。上

薬は焼き物に必要

で，その原料も自然

の中にあるからで

す。

○ 小石原地区は焼き

物作りにはとても適

した場所だったん

だ。だからこそ小石

原地区で焼き物作り

がさかんになってい

るということがわか

った。

１ 本時学習のめあてを確かめる。

「原料となる自然」グループの発
表を聞いて，学習問題のこたえを考
えよう。

２ 「原料となる自然」グループの発
表を聞く。

(1) 発表を聞く。
○陶土がとれる土地

・からうすで陶土をつくる
○まきとなる木も豊富
○上薬に必要な原料

・わら灰
・木灰
・長石
・さび土

(2) 質問や付け加え，意見交流をして
調べた事実を検討する。

【質問】
○どのような土が適しているのか
○どの辺で土はとれるんですか

【付け加え】
○土にも小石原独特の特徴がある
○上薬にはいろいろな種類があっ

て上薬によって色が変わる
【意見】

○小石原の土は実は焼き物をする
人にとっては難しい土である

３ 「原料となる自然」は学習問題の
こたえになるかどうか話し合う。

(1) 自分の考えを書く。
○発表の中で納得できたこと
○学習問題のこたえの証拠

(2) 対話活動をする。

(3) 全体で話し合う。
○発表の中で納得できたこと
○こたえの証拠となること

４ 「今日の学習で」を書き，本時学
習をまとめる。

○自分の考えの高まり
○次時についての予告
・「窯元さんの工夫や努力」の発表

○ 話し合いが活発になるよう
に，発表で使う資料を事前に
見せ，質問や意見を準備させ
ておく。

○ わかりやすく発表できるよ
うに，資料を見せながら発表
するように助言する。

○ 発表した内容を活用するた
めに，発表で使った資料など
は板書として掲示する。

○ 話し合いがしやすいよう
に，発表内容はキーワードな
ど短い言葉にまとめ，メモも
キーワードでとるように助言
する。

○ 納得できたことや質問して
確かめたいことなど，自分の
考えをつくるために，メモを
とりながら聞くように助言す
る。

○ 発表者だけでなく，聞いて
いる子どもたちが質問や付け
加え，意見交流をしやすいよ
うに，教室に事実となる資料
を掲示しておく。

○ 自分の考えを一人一人がも
つために，まず学習ノートに
書く時間をとる。

○ 全員が考えを伝え合う場を
設定し，自分の考えを説明し
たり，友達の考えを聞いたり
することができるように，対
話活動を仕組む。

○ 自分の考えの高まりに気付
くように，授業前と今の小石
原焼に対する考えのちがいを
書くように助言する。

小石原には焼き物に適した特殊

な土と，焼くために必要な大量のま

きとなる木がたくさんある。さら

に，焼き物独特の美しさを出す上薬

も小石原の自然の中で作り出すこ

とができる。

豊かな自然があるからこそ小石

原で焼き物作りがさかんになった。



第４学年 本時指導案

１ 本 時 「『窯元さんの工夫や努力』グループの発表を聞いて学習問題のこたえを考える場面」

(13/16)【コミュニケーション３】

２ 本時の目標

○ 「窯元さんの工夫や努力」グループの発表を聞いて，窯元さんの工夫や努力が小石原焼にとっ

て欠かせないものであることについて理解することができる。

○ 「窯元さん」が小石原の「自然」を生かして焼き物作りをしているという，「自然」と「窯元さ

ん」の関連について考えることができる。

３ 本時の見どころ

４ 本時指導の考え方

子どもたちは前時までに，学習問題「小石原ではどうして焼き物作りがさかんなのだろう。」のこ

たえについて，「原料となる自然」「窯元さんの工夫や努力」「村の人の協力」の３つの視点で調べ活

動を行い，１つ目の視点「原料となる自然」についての発表を聞いて，「原料となる自然」は学習問

題のこたえになることを確認している。

本時は，調べたことの発表をもとに，学習問題のこたえを考える３つの場面のうちの２つ目の場

面である。「窯元さんの工夫や努力」グループの発表を聞き，「窯元さんの工夫や努力」という視点

について，学習問題のこたえとしてよいか考え，さらに「自然」と「窯元さんの工夫や努力」とい

う２つの視点の関連について考えることが主なねらいである。

そこで，本時指導にあたっては，次のような手立てをとりながら学習を展開していく。

○ まず，追究の視点②の「窯元さんの工夫や努力」について調べたグループに発表してもらう。

発表した内容は板書で整理し，子どもたちが学習問題のこたえになるといえるかどうか考えたり，

視点同士の関連について考えたりする際に活用できるようにする。また，発表を聞いている子ど

もたちは，質問したり，付け加えたり，意見交流をしたりしながら，事実をしっかりとおさえる。

聞く側に対しては，発表に対する質問や意見を出しやすいように，事前に発表者の提示する資料

を見せておき，質問や意見を考えさせておく。質問に対して答えたり，発表内容を付け加えたり

する場面では，事実をわかりやすく交流できるように，資料となるグラフや写真を教室に掲示し

たり，事前に子どもに持たせたりしておく。

○ 発表が終わった後に，「発表の中でどこが，納得しましたか。」「どれを見ると，学習問題のこた

えになっていると言えますか。」と発問し，学習問題のこたえとなる理由について話し合いを行う。

学習問題のこたえとなるかどうかの話し合いでは，事実をもとに話し合わせるようにする。学習

問題のこたえになるということを確認した後に，教師は「前の時間に確認した『原料となる自然』

と『窯元さんの工夫や努力』は，つながっているといえるでしょうか。」「つながっているとすれ

ばどのようなつながりがありますか。」という発問をして，２つの視点の関連について考えさせる。

この際も，子どもたちの考えが整理され，２つの視点の関連がはっきりとするように，線でつな

いだり，つながりを書き入れたりしながら板書する。

○ 関連についての話し合いの最後は，「原料となる自然」と「窯元さんの工夫や努力」がなぜつな

がっているのかをキーワードを使った図でまとめ，視覚的に関連をとらえさせる。最後に，「今日

の学習で」を書き，考えが高まったことについて振り返らせ，次時への意欲を高めたい。

本時は，「窯元さんの工夫や努力」についての発表を聞いて，学習問題のこたえを考える場面です。

調べた事実が学習問題のこたえになるか，また，自然と窯元さんの関連について話し合うことを通

して，本時の目標にせまります。



５ 本時の展開

配時 期待する子どもの姿 学習活動と内容 教師の支援

1

分

20

分

8

分

12

分

４

分

○ 窯元さんは小石原

焼がさかんになるた

めに，どんなことを

しているのか確かめ

るぞ。

○ 一つ一つの作業の

中に窯元さんの工夫

も努力もたくさん入

っているのがわかる

ぞ。

○ どうやってあんな

に上手にお皿を作れ

るようになるのだろ

う。どこかに教えて

くれるところがある

のかな。

○ 時代に合った作品

作りをしているのは

長く小石原焼が続い

てきた理由だな。

○ 「窯元」グループ

の発表も納得できま

した。窯元さんの努

力や工夫がないと小

石原焼はこんなに長

く続かなかったし，

さかんにならなかっ

たと思います。

○ 「自然」と「窯元」

はつながっていると

思うよ。だってどち

らがなくても小石原

焼はできないから。

○ 原料となる土も大

切だけど，自然を原

料として上薬を作っ

たところが窯元さん

の知恵だ。

○ はじめは自然が大

切だと思ったけど，

窯元さんもとても大

切だと思った。

１ 本時学習のめあてを確かめる。

「窯元さんの工夫や努力」グルー
プの発表を聞いて，学習問題のこた
えを考えよう。

２ 「窯元さんの工夫や努力」の発表
を聞く。

(1) 発表を聞く。
○作り方
・菊ねり→形をつくる→もようをつ

ける→天日干し→上薬かけ→焼く
○作りやすくする工夫
・電動ろくろ ・ガス窯
・粘土をこねる機械
○窯元さんの思いや願い
・伝統を守りたいという思い
・喜んでもらいたいという願い

(2) 質問や付け加え，意見交流をして
調べた事実を検討する。

【質問】
○何年くらい修行するのか

【付け加え】
○時代にあった作品作り

【意見】
○自然を上手に利用している

３ 「窯元さんの工夫や努力」は学習
問題のこたえになるか話し合う。

(1) 対話活動をする。
(2) 全体で話し合う。

○発表の中で納得できたこと
○こたえの証拠となること

４ 「自然」と「窯元」のつながりを
話し合う。

○事実と事実のつながり
○なぜつながっていると言えるか

５ 本時学習をまとめる。
○自分の考えの高まり
・関連を考える場面から

○ 話し合いが活発になるよう
に，発表で使う資料を事前に
見せ，質問や意見を準備させ
ておく。

○ 前時のことを想起しやすい
ように，「原料となる自然」グ
ループの発表内容を教室に掲
示しておく。

○ わかりやすく発表できるよ
うに，資料を見せながら発表
するように助言する。

○ 発表した内容を活用するた
めに，発表で使った資料など
は板書として掲示する。

○ 話し合いがしやすいよう
に，発表内容はキーワードな
ど短い言葉にまとめ，メモも
キーワードでとるように助言
する。

○ 納得できたことや質問して
確かめたいことなど，自分の
考えをつくるためにメモをと
りながら聞くよう助言する。

○ 発表者だけでなく，聞いて
いる子どもたちが質問や付け
加え，意見交流をしやすいよ
うに，教室に事実となる資料
を掲示しておく。

○ 全員が考えを伝え合う場を
設定し，自分の考えを説明し
たり，友達の考えを聞いたり
することができるように，対
話活動を仕組む。

○ 自然と窯元の関連について
視覚的にとらえることができ
るように，板書を有効に使い，
キーワードを線で結んだり言
葉でつないだりする。

○ ２つの視点の関連について
とらえるために，２つの視点
がなぜつながっていると言え
るのかを，発言するように助
言する。

○ 自分の考えの高まりに気付
くように，関連を話し合った
場面から，つながりを意識で
きたか振り返らせる。

小石原には焼き物作りに熱心に取

り組む窯元さんがいる。326 年の伝

統を守るために努力したり，買う人

のことを考えた作品作りのために工

夫したりする窯元さんのおかげで，

小石原焼はさかんになった。

小石原には焼き物作りに適した自

然があった。そして，窯元さんたち

がその自然を生かす努力をしたから

こそ，小石原焼ができる。小石原の

自然を焼き物作りに生かした窯元さ

んたちの知恵や工夫と努力はすばら

しい。

原料となる自然 窯元さんの工夫や努力




